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（公 印 省 略） 
 
「２００６アジア・世界選手権大会」への＜ジュニア日本代表選手＞ 

 
 表記の選考対象大会及び選考規定を次のようにご案内いたします。 
 
［１］ ２００６ＡＳＴＣトライアスロン・アジア選手権（中国甘粛省、嘉峪関・ 
チャユグアン：8月 12･13日） 
  （出場枠：最大男子６名・女子６名） 
１）日本スプリント・トライアスロン選手権（6月 18日・幕張）でのジュニア１位 
から６位の選手（ジュニア１位選手より男子５％、女子８％のタイムカット適用） 
２）強化本部推薦 

 
［２］２００６ＩＴＵトライアスロン世界選手権（ローザンヌ・スイス：9月 3日） 
  （最大男子４名・女子 5名） 
１）アジア・トライアスロン選手権（8月 12・13日）ジュニア部門３位以内の選手 
２）日本ジュニアトライアスロン選手権（長良川、8月 6日）優勝者 
３）上記２大会での成績優秀者（男子５％、女子８％のタイムカット適用） 
４）強化本部推薦  

 
上記は、関係各団体との調整により変更の可能性があります。 以上 


